
概論（２）行動適応・文化的概論（２）行動適応・文化的適応適応：：
食物獲得食物獲得

20062006年度講義年度講義 「人類生態学」「人類生態学」

６月６日（２限）６月６日（２限）



１．生業の多様性
農耕の起源／世界の自給的食料生産
ニューギニアの焼畑，ニューギニアのサツマイモ集約

農耕，中国の水稲耕作，中国の分業農耕

２．伝統農耕は，環境保全と両立する食料生産戦略にヒン
トを与えるか？ パプアニューギニアの事例紹介



猿人 → 原人 → 旧人 → 新人



人間集団が生存する前提条件は，必要な食物を獲得・生産すること．

「伝統的」集団＝自給的な食物獲得・生産
都市化した集団＝専門集団による食物獲得・生産

生態系の機能を利用した
食物生産の技術

完全な人為環境における
食料生産の技術

10000 BP～



水稲耕作文化

ウシ，ヤギ，ヒツジ」

ブタ

リャマ
アルパカ

＋中国・稲作農耕



貯蔵性・輸送可能性の有無と文明の発達の関係性？？



(Science, 301: 5630, pp. 189-193)



焼畑農耕

常畑サツマイモ農耕

焼畑農耕＋サゴ澱粉採取

生業の地理的分布



(Science, 301: 5630, pp. 189-193)



New Guinean agricultural heritage: the banana. (Left) Modern banana. (Right) 
Modern banana phytoliths, similar to those that indicate its cultivation in New 
Guinea 7000 years ago. (Science, 301: 5630, pp. 189-193)



Fig. 4. Photographs illustrating discrimination of contemporary and prehistoric 
Musa spp. phytoliths. (Science, 301: 5630, pp. 189-193)



(Science, 301: 5630, pp. 189-193)



近代化以前の基層的な食料生産方式



世界各地の生業



焼畑 → 常畑
多様な根菜類 → サツマイモ
休耕による地力回復

→ 人為的な介入による地力維持

地球レベルで進行する人口問題・食糧問題
のひとつの事例

パプアニューギニアにおける食料生産の変容



焼畑農耕

常畑サツマイモ農耕

焼畑農耕＋サゴ澱粉採取

生業の地理的分布



パプアニューギニア・セピック地方の焼畑農耕

タロ，ヤム，バナナ，サトウキビ，ピトピト，サツマイモ，キャッサバ，
マメ，トウモロコシ，カボチャなど



村 攪乱環境・二次林・
サゴ椰子

極相林

焼畑

－焼畑による森林の攪乱によって，野生動物の生息に適した
環境が生まれる．

－攪乱環境における粗放なブタの飼養（種付けは野生の雄豚，
出産は二次林，必ずしも回収されない子豚）

焼畑農耕





耕作期間 ５年 休耕期間 １０年
→ 耕作地：休耕地＝１：２ ＝ 1 ha : 2 ha

耕作期間 ３年 休耕期間 ４０年
→ 耕作地：休耕地＝３：４０ = 30 ha : 400 ha



焼畑農耕

常畑サツマイモ農耕

焼畑農耕＋サゴ澱粉採取

生業の地理的分布

マラリアがない高地における人口増加



耕作地：休耕地 ＝相対的に休耕地が減少

耕作期間が同じなら休耕期間が減少

不十分な地力回復

耕作地の単位面積あたり生産性低下

耕作地の拡大
悪循環

人口増加



10000 BP タロ？
7000 BP バナナ？
1700 BP 集約的なタロイモの耕作
300 BP サツマイモ耕作の開始
50 BP 予防接種，医療サービス

パプアニューギニア・タリ盆地の歴史

300 BP – 50 BP： 人口増加率 1%
50 BP – present ： 人口増加率 >2%

人類の人口＝大型哺乳類としては例外的におおい



Heli

Wenani

0
5 km

Tari airstrip
and town

142゜50´ 143゜00´

5゜50´Kikida

焼畑的農耕

常畑農耕

過去２５０年間で人口が６４倍に増加したことへの対応





パプアニューギニア高地の集約的サツマイモ栽培





耕作期間 >100年 休耕期間 ０年
→ 耕作地：休耕地＝１００：０ ＝ 100 ha :0 ha

ただし，栽培作物はサツマイモに限定．



農耕の集約化（intensification)

単位面積あたりの収穫量を増加させる．
焼畑 → 常畑

農業の基本

収穫することで土壌から失われた栄養分を
土壌にもどす．
（例）休耕，堆肥，魚粉，化学肥料





1 km



図２．サツマイモの耕作手順

A.  草などを地面におく

B.  マウンドを作る

C.  サツマイモの蔓を

マウンドに差し込む

D.  ５－６ヶ月で

収穫可能になる

E.  １回目は大きなイモだけを

選択的に収穫する

F.  最後にはブタを放すか、

シャベルを用いてすべての
イモを収穫する





土壌を肥沃にする樹木





- 特定の樹種を畑に植える
e.g., Casuarina oligodon, Albizia falcataria,

Castanopsis acuminatissima, Ficus copiosa etc.

- 特定の樹種は畑を開く際に残す
e.g., Albizia falcataria, Castanopsis acuminatissima, Ficus sp.

- サツマイモのマウンドに鋤き込むのに適した草を確保する
e.g., Ischaemum timorense, Histiopteris incisa, Nothofagus sp.

畑の生産性を維持するために理想的な植生を
人為的にコントロールする努力，化学肥料は使わない



パプアニューギニア高地のサツマイモ食



イモだけで
生きてければ
地球環境には優しい





Amino acid score: index of protein quality
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栄養学的には問題ない



フリ族による「伝統」の表象



村 二次林

極相林

焼畑

村
常畑

二次林
焼畑

植生の人為的コントロール
環境に適した作物のモノクロッピング
低いタンパク摂取

二次林の攪乱による野生動植物の生育
多様な作物の栽培

焼畑農耕

常畑＋焼畑的農耕

人口サイズによって適切な方式を選択



中国雲南省ハニ族の斜面の高度利用



中国雲南省の少数民族（タイ，ヤオ，ハニ）の交易

分業化



歴史に記録されない「生業」技術についての研究
環境保全と両立する食料生産戦略へのヒント

→パプアニューギニアの事例

近代農耕 －－ 伝統農耕

集約 －－ 粗放
未開 －－ 文明

高収量 －－ 低収量
技術あり －－ 技術なし
記録あり －－ 記録なし



生態系の機能を生かした食料生産

人為的コントロールによる食料生産

緑の革命，ハイブリッド種のトウモロコシ＆水稲
×１０倍

国連大学ＰＬＥＣプロジェクト
日常的にトライ＆エラーを繰り返す農民の知識を学ぶ



稲作農耕民と市場経済化：中国海南島



中国海南島の少数民族リー



耕作期間 >100年 休耕期間 ０年
→ 耕作地：休耕地＝１００：０ ＝ 100 ha :0 ha

家畜の利用による効率アップ
河川からの水にふくまれる栄養分





問題の所在

開発

生活・健康 環境・資源

介入によるもの

内発的なもの

健康，主観的評価
経済状態
貧富の差

生物資源
物理環境



中国海南島
：政府の論理による開発
：「未開発」地域の「自然と文化の資源」
：人々の姿勢は「受動的」



1940      50      60      70      80      90     2000 

終戦

中華人民共和国成立

人民公社による集団経営

生産請負制

世帯経営

大躍進政策 “退耕還林”政策

市場経済化



水満村

五指山市

五指山市街



1950s-70s 人民公社／森林伐採

1980年～ 独立した世帯経営

1986年 五指山自然保護区

→ 焼畑／狩猟採集禁止

1988年 海南省独立／経済特区
→ 換金作物導入／観光開発



五指山自然保護区五指山郷政府

水満村

水満下村

竹満村

什永村





観光開発
1986年 五指山自然保護区の設定

村に至る車道の建設
1992年 家屋改造（チガヤ→瓦，竈・煙突）
1993年 観光会社（２つ）準備活動

2000年８月 A社 リー族テーマパーク計画
竹のレストラン建設

2001年 B社 リー族観光村計画
2002年3月 工事開始
2002年5月 投資家への公開
2002年9月 映画出演
2002年10月 観光村拡張工事























＜観光資源＞

１．“退耕還林”政策の象徴としての亜熱帯林
－ドイツの援助
－首相の訪問

２．稀少生物資源（オオクワガタ，蘭，蝶，ヒジリタケ（霊
芝），天然蜂蜜）

－政府による民俗医の認定
－外国人によるオオクワガタ採集

３．リー族の「文化」
－織物，民族衣装の復活
－「リー族料理」の創造



問題の所在

開発

生活・健康 環境・資源



水田耕作 ＋ 焼畑 ＋ 狩猟 ＋ 採集

水田耕作 ＋ 採集（水田周辺雑草）

＋ 現金獲得活動
（観光村の従業員，観光村の建設作業員，
出稼ぎ，薬草・自然食品販売，魚の養殖，
換金作物栽培，小売店の経営，ブタ・家禽の飼育）

集約化
禁止









焼畑の禁止
火入れによる草原維持の禁止

（チガヤ葺屋根→瓦屋根）
（水牛→トラクター）

二次林の回復（マンサク科の「フウ」を中心に）
→ バイオマスの増大

稀少植物の採集

→ 生物多様性の減少

バランス？



開発

生活・健康 環境・資源

現金獲得活動の活発化，現状への不満
→バイク，テレビの購入欲

観光会社ごとにグループ形成
（ｖｓ 親族集団）



環境は保全され，生活は豊かになったか？

－焼畑の代替としての水田周辺雑草利用
－稀少自然資源の採集

移住者集団への介入

自然知に裏打ちされた対応

＜まとめ＞



開発

生活・健康 環境・資源

水田を換金作物畑に転換



食料生産と人類の将来





Input／output



環境への影響の評価

生産効率（１）＝生産／土地
（例）アジアの水田農耕：少ない土地からより多く

の食料を生産することを目指す。時間生産
性は低い。

労働負荷の評価

生産効率（２）＝生産／時間
（例）アメリカの大規模小麦栽培：少ない労働力で

より多くの食料を生産することを目指す。土
地生産性は低い。
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